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Data
• 2018年：VLT/VISIL
• 2005年：VLT/Boeing detector 
• 2003年：La Silla 3.6m/TIMMI
• それ以前：archive data

Abstract / Introduction
- eta Carina ：LBV ：中間⾚外線で最も明るい天体
- 1990年代からUV~Optで急激な光度上昇（à 星周ダストによるextinctionの現象か？）
- 中間⾚外線フラックスの時間変化（ à UV & Optの光度変化の理解…）
- 1968〜2018年まででMIRの⼤きな時間変化なし。
- 50年間のbolometric luminosityはほぼ⼀定。
- 視線⽅向の星周ダストのみ減少？

Results1 : flux evolution in the MIR

・MIR flux : 50年に渡ってほぼ⼀定。
・dust形成・破壊によるfluxの変動は測光の不確定性でリミット。
・SEDを⾒ても⻑期的変化はなし。

・Optical：1940年代から増光。1990年代に急激な増光（Giant eruption）。
・暖かいダスト（200K）の破壊 à 10-20umのfluxが減少するはず。
・実際は逆にローカルに増加傾向。
・2005〜2018年の間にinner coreでのMIR fluxの変化なし。
à 中⼼星付近でのダストの⽣成・破壊が平衡状態。

◀図 2. 1968年から
2018年にわたる
Homunculus nebulaの
中間⾚外線測光データ。 

▶図1. 2018年の12.5μmの 
Homunculus nebula の VISIRで
の画像。加熱されたdustからの熱
放射と、HI(7-6) emissionをト
レース。FOV: 25ʻʼ × 25ʻʼ、空間分
解能：0.3ʻʼ）

Discussion(s)
Results2 : dust extinction

Results3 : dusty circumstellar structures

◀図 3. Eta 
Car/Homunculus 
nebulaの1968年か
ら2018年までの4つ
の波⻑領域での中間
⾚外線fluxのtime 
evolution。 

・2005〜2018年の間にループ構造の明るさに変化なし。

後半以降のUVおよびoptical brighteningは、integrateされたMIR fluxとは相関しない。
luminosityの⼤きな変化はない。

Eddington Limitに近いため、原則としてbolometric luminosityの増加はできない。
brighteningはcircumstellar extinctionの急速な減少に起因。（ Davidson et al.(1999; 2005) and Martin et al.(2006)） 

dust condensationの動きはありそうにない。
くでdustが破壊されている、またはdustの形成率が低下？(Davidson et al.(1999))
dustのほとんどがtoroidal構造の中にあり、おそらく19世紀のeruptionのshock-heated gasで⽣成された？(Morris et al.(1999))
⼀定のfluxと外観&これらの構造が光学的に薄い。
dustの⽣成や破壊がなく、材料が単純に膨張している？ 

・Eta CarはEddington Limitに近いため、
原則としてbolometric luminosityの増加はできない。
à UV&IRのbrighteningはcircumstellar extinctionの

急速な減少に起因。
（ Davidson et al.(1999; 2005) and Martin et al.(2006)）
・etc…


